
 


 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

～本体工事の進捗状況～ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。平素より川上ダム事業に対しご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。近年は日本各地で豪雨が頻発しており、昨年１０月の台風１９号では川上ダム上流域において総雨量

３００㎜を超える雨により、ダム下流水位の基準地点においては一時氾濫危険水位を超え、一部の地区では避

難勧告が発令されました。 

もし、既に川上ダムが完成していたならば、洪水流量をダムで調節することで下流の河川水位を下げること

ができ、同地区の避難勧告は発令しなかったものと推定しております。下流地域の安心安全のためにも、一日

も早いダムの完成に向けて努力してまいりたいと考えております。 

令和４年度の事業完成に向け、皆さまのご支援を受けながら事

業を進めてきており、昨年３月までには本体の基礎掘削工事をほ

ぼ完了させ、９月よりダム堤体のコンクリート打設工事を開始す

るなど、進捗を図ってきたところです。１２月１５日には定礎式

を挙行させていただき、今年はダム本体工事の最盛期を迎えます。 

今後、堤体コンクリート打設のほか、取水設備や放流設備、管

理設備なども加わり、ダムが出来上がっていく過程が目の前で展

開されていくことになります。 

現在、ダムサイト右岸天端にある展望台「ＷＥＬＣＯＭＥ川上

ダム観眺台
みてチョーだい

」の一般開放を行い、今しか見られないダムの工事現

場の様子を間近でご覧いただけるほか、川上ダムＨＰから川上ダ

ムＬＩＶＥカメラにアクセスしていただくことで、ダム工事の状

況をご自宅などでもご覧いただけるようにしております。 

引き続き、安全に十分配慮しながら事故が無いよう、周辺環境にも配慮しつつ事業を進めてまいります。ま

た、川上ダムが将来にわたりご活用いただけるよう、地域と連携・協働しながら魅力あるダム造りを進めてま

いりたいと思います。 

これからも地元の話題や川上ダム事業の調査、工事に関することなど様々な情報を少しでもわかりやすく発

信するよう職員手作りの「川上ダム通信」をお届けしていきたいと考えております。 

最後になりましたが、この一年の皆さまのご多幸とご健勝を祈念いたしますとともに、引き続きのご支援ご

協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。                 【所長 渕上吾郎】 

 
 

基礎掘削 堤体打設・基礎処理 試験湛水       
完成！ 

(Ｒ５．３予定) 仮排水路 

トンネル 
仮締切工 

 
堤体打設進捗率９．９％（１１月末時点） 

 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 
川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 
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セメントミルク注入のようす 

 

川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めていただくために

毎月第３日曜日（原則）に、午前・午後の二部構成で、工事現場見学会

を絶賛開催中です。 

詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

【第１４回】令和２年 １月１９日（日） 

【第１５回】令和２年 ２月１６日（日） 

（１月６日より募集開始） 

 

１２月の転出入者の紹介 
転出者 

所属   氏名     異動先 

    工務課 河野 将大 総合技術センター 

転入者 

所属   氏名    異動元 

  工務課 前田 博美 阿木川ダム管理所 

【工事課 藤澤大志】 

堤体打設とともに、基礎処理工が進んでいます！ 

 基礎処理工とは、基礎岩盤に直径５ｃｍほどの穴を掘りそこからセメント

ミルクを注入し岩盤の隙間を埋めるもので、堤体の岩着部付近の遮水性改良

と弱層部の補強を目的とするコンソリデーショングラウチング（通称コンソ

リ）と、コンソリよりさらに深い部分での遮水性改良を目的とするカーテン

グラウチングがあります。 

現在は、コンソリによる遮水性改良を着々と進めている段階です。今後も

堤体打設とともに着実に基礎処理工を進めてまいります。 

：未実施 ：施工中 ：完了 

基礎岩盤を掘った際のコア 

Ｈ３０．９▼ Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼現在 ▼Ｒ３．１０ 

編集後記    

 新年明けましておめでとうございます。 

昨年末、手作りのしめ縄を手に下校する神戸の小学生達に出会い

ました。日本の伝統が受け継がれていることに感動しました。 

今思えば、段取りが大変なおせち料理作りやお餅つきを一緒に経

験させてくれた親の有り難みに気づきます。 

 お正月の後は、七草がゆに鏡開きと伝統行事はまだまだあります。

今年も、季節の移り変わりを楽しめる一年になりますように。 

【広報誌発行事務局】 
 
編集長 渕上（所長） 
デスク 大西（総務課長） 中野（工務課長） 
記 者 山口（総務課） 西岡（用地課） 

 子川（調査設計課） 小山（環境課） 
藤澤（工事課） 後 （機械課） 

 山田（工務課）    

～１２月１５日（日）に挙行された定礎式の模様は、川上ダム通信＜特別号＞にてご紹介いたします。～ 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 

セメントミルクの重さで品質を確認 

左から大竹副所長（事務）、 

渕上所長、中原副所長（技術） 

セメントミルクを送るプラント 



「いっぷくしてだぁ～こ」前で記念撮影 

 

１１月２７日（水）、台湾政府経済部水利署の訪日団が川上ダムを視察さ

れました。メンバーは台湾の河川行政を担う幹部の皆さんで、台湾も日本と

同じく東アジアの島国で地震や洪水など災害の発生する環境が似ているこ

ともあり、現地では、工事の様子を見ながらダム計画から設計施工に至る多

岐にわたる多くのご質問をいただき、予定時間が押すほど大変熱心にご覧い

ただきました。 

川上ダム視察の前には、阿保
あ お

西部区の町づくり会が運営する初瀬街道沿い

の「いっぷくしてだぁ～こ」にて、同婦人部の皆さんがおもてなし料理を特

別に用意してくださいました。

古民家での昼食に訪日団の皆

さんも感動された様子で、帰

りの際は感謝の挨拶を交わし

ながら店の前で満面の笑顔で

記念撮影を行いました。 

日台友好交流にご貢献いただいた町づくり会の皆さん、素晴ら

しいおもてなしをありがとうございました。この紙面をお借りし

て改めて感謝申し上げます。  

 

 

 
１１月２４日（日）、伊賀市中心部で開催さ

れた「２０１９忍者の里伊賀上野シティマラソ

ン」に参加しました。５月に参加した「青山高

原つつじクォーターマラソン大会」では川上ダ

ムの出場メンバーの中で最下位でしたが、今回

は１０ｋｍコースに参加したメンバー内でな

んと２位でゴールできました。 

沿道からの声援や１０月頃からの練習の成

果？もあり、伊賀の里を気持ちよく走ることが

できました。     【工務課 山田 聖】 

ます。 

将来を夢見る技術者の卵の皆さん

と話すことで、筆者も学生時代にダ

ム見学に行ったワクワク感を思い出

して、楽しい気持ちになりました。 

 【工事課 野田有佑】 

所長 

１１月は２週間連続で地元のマラソン大会に参加しました。当日のランナーで、特に輝いていた２人の 

コメントを紹介します！ 

１１月１５日（金）、近畿大学工業高等専門学校都市環境コースの生

徒さん４５名が現場見学に来られました。 

ダム堤体コンクリートの打設状況や骨材貯蔵設備を熱心に見学して

いただき、施工設備やダムコンクリートの特徴について興味をもって

質問されていました。一方で、ダムや建設現場をあまり見たことがな

いという生徒さんもいらっしゃいましたが、今回のような現場見学会

を通じて、ダムや建設現場場の魅力を感じてもらえたらいいなと思い 

１１月２８日（木）、青山支所管内の住民自

治協議会長の皆さま、川上区長、伊賀川漁業

協同組合の代表者並びに伊賀市の方々と、川

上ダム完成後を見据えたダム周辺の整備につ

いて、意見交換を行うことを目的とした「第

５回川上ダム周辺整備懇談会」を開催しまし

た。今回は、川上ダム貯水池を望む見通しの

良い「上川原
か み が わ ら

眺望広場（仮称）」の整備イメー

ジをダム通信の紙面で紹介します。 

同広場の整備については、「駐輪場を設置し

てほしい」「川の生き物などを紹介するコンテ

ンツがほしい」など、懇談会メンバーの皆さ

まからいただいた様々なご意見を基に、今後

の設計を進めていきます。         

【調査設計課 柳瀬有里】 

～近大高専の生徒さんが見学に来られました～ 

上川原眺望広場（仮称）の整備イメージ図 

１１月１７日（日）、比奈知ダムで開催された「２０１９名

張ひなち湖紅葉マラソン大会」に参加しました。久しぶりに１

０ｋｍを走りましたが、景色を楽しみながら気分良く走ること

ができました。 

翌週には伊賀上野シティマラソンに参加したので、まさにひ

たすら走った１１月となりました。 

【環境課 小山和也】 

○は整備予定地

現地視察のようす（観 眺
みてチョー

台
だい

） 

伊賀上野シティマラソン 

（所長も１０ｋｍ走りました） 

【副所長（技術） 中原忠義】 

５月の山田 

昼食のようす 
骨材貯蔵設備見学のようす 観 眺

みてチョー

台
だい

からダムサイトを一望 

１１月の山田 
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〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 
川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

Ｖｏｌ．１７２ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 

月号 

２０２０ 

セメントミルク注入のようす 

 

川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めていただくために

毎月第３日曜日（原則）に、午前・午後の二部構成で、工事現場見学会

を絶賛開催中です。 

詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

【第１４回】令和２年 １月１９日（日） 

【第１５回】令和２年 ２月１６日（日） 

（１月６日より募集開始） 

 

１２月の転出入者の紹介 
転出者 

所属   氏名     異動先 

    工務課 河野 将大 総合技術センター 

転入者 

所属   氏名    異動元 

  工務課 前田 博美 阿木川ダム管理所 

【工事課 藤澤大志】 

堤体打設とともに、基礎処理工が進んでいます！ 

 基礎処理工とは、基礎岩盤に直径５ｃｍほどの穴を掘りそこからセメント

ミルクを注入し岩盤の隙間を埋めるもので、堤体の岩着部付近の遮水性改良

と弱層部の補強を目的とするコンソリデーショングラウチング（通称コンソ

リ）と、コンソリよりさらに深い部分での遮水性改良を目的とするカーテン

グラウチングがあります。 

現在は、コンソリによる遮水性改良を着々と進めている段階です。今後も

堤体打設とともに着実に基礎処理工を進めてまいります。 

：未実施 ：施工中 ：完了 

基礎岩盤を掘った際のコア 

Ｈ３０．９▼ Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼現在 ▼Ｒ３．１０ 

編集後記    

 新年明けましておめでとうございます。 

昨年末、手作りのしめ縄を手に下校する神戸の小学生達に出会い

ました。日本の伝統が受け継がれていることに感動しました。 

今思えば、段取りが大変なおせち料理作りやお餅つきを一緒に経

験させてくれた親の有り難みに気づきます。 

 お正月の後は、七草がゆに鏡開きと伝統行事はまだまだあります。

今年も、季節の移り変わりを楽しめる一年になりますように。 

【広報誌発行事務局】 
 
編集長 渕上（所長） 
デスク 大西（総務課長） 中野（工務課長） 
記 者 山口（総務課） 西岡（用地課） 

 子川（調査設計課） 小山（環境課） 
藤澤（工事課） 後 （機械課） 

 山田（工務課）    

～１２月１５日（日）に挙行された定礎式の模様は、川上ダム通信＜特別号＞にてご紹介いたします。～ 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 

セメントミルクの重さで品質を確認 

左から大竹副所長（事務）、 

渕上所長、中原副所長（技術） 

セメントミルクを送るプラント 
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